
再生可能エネルギーの出力制御における

オンライン化の推奨について
（66kV以上の系統に連系されているオフライン制御事業者さま向け）
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• 四国エリアでは再生可能エネルギー（以下、再エネ）発電設備の導入が進展しており、2022年4月9日(土)に
初の再エネ出力制御を実施しました。

• 2023年度（4月～6月）は32回の再エネ出力制御を実施しており今後も再エネ出力制御が必要となる見込
みであるため、四国エリア内の再エネ出力制御の頻度および出力制御量の低減策のひとつとして、オンライン
化を推奨しております。

• 今回は、四国エリアにおけるこれまでの再エネ出力制御実績をふまえ、現地機器操作による出力制御を行ってい
る事業者さまにおけるオンライン化の概要やメリットについてご説明いたします。

１．はじめに

2
淡路島南部地域の再エネを含む
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【四国エリアの再エネの導入状況】
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• 2023年度春季の四国エリアにおける再エネ出力制御実績は以下のとおりです。

• １日あたりの制御時間については、オフライン制御が毎回８時間であったのに対し、当社システムから送信される
スケジュールにより自動制御が可能なオンライン制御は平均で約3.8時間でした。

• なお、再エネ出力制御の実施にあたっては国が示すガイドライン※1に従い公平性を確保しているほか、電力広域
的運営推進機関による出力制御に関する指令の妥当性の検証※2により、全ての出力制御について「妥当で
ある」と評価されております。

２．2023年度春季（4～6月）の再エネ出力制御実績

3

オフライン制御 オンライン制御

制御時間
（１日あたり）

8時間 3.8時間※3

※3 オンライン制御全数の平均値

※1 出力制御の公平性の確保に係る指針（資源エネルギー庁）
※2 電力広域的運営推進機関ＨＰ（https://www.occto.or.jp/oshirase/shutsuryokuyokusei/）

https://www.occto.or.jp/oshirase/shutsuryokuyokusei/
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• オンライン化することで、オフライン制御に比べ１日あたりの出力制御時間が少なくなり、出力制御量の低減が期
待できます。
四国エリアにおける2023年度春季の実績をふまえオンライン制御時間を4時間と仮定した場合、オンライン化によ
り出力制御１回における制御量が約45%※（晴天日に約76,500kWhが発電可能な設備容量
10,000kWの太陽光発電所であれば約27,500kWh）低減することとなります。

• また、オンライン化により現地に出向く手間を省くことができます。

３．オンライン化によるメリット
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オンライン制御で出力制御される範囲

オンライン化により出力制御量が低減
する範囲

①約33,000kWh

②約27,500kWh

③約16,000kWh

【オンライン化による出力制御量低減効果の試算※】

[前提条件]

設備容量：10,000kW
１日の発電量（晴天時）：約76,500kWh
オンライン制御時間：4時間（10:00～14:00）
オフライン制御時間：8時間（ 8:00～16:00）

[出力制御量の低減効果]

低減率＝②／（①＋②）×100

オフライン制御でも発電可能な範囲

※ 一定の前提条件にもとづく試算値であり、その効果を保証するものではありません。
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４．オンライン化に向けた対応
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[オンライン化前] 出力制御実施時、電話応答や現地での停止・運転操作が必要
当社連絡用システム

電話・メール

当社監視制御用システム

電話・メール受信
停止・運転操作
（現地操作）

(上り)ＴＭ値

CDT装置

[オンライン化後] 出力制御実施時、当社から遠隔で自動制御
当社監視制御用システム

(上り)ＴＭ値

CDT装置

(下り)出力制御値

停止・運転操作
（遠隔操作）

制御
システム

• オンライン化を希望される場合、弊社による給電用情報伝送装置（CDT）の工事等が必要となります。

• 出力制御実施時は、CDTからの制御信号によるオンライン制御となります。

• オンライン化に伴う工事等に関わる費用については、事業者さまのご負担となります。工事費負担金額や工期、
工事概要等を算定しますので、「出力制御操作のオンライン化に伴う貴社設備の工事依頼について（工事依
頼書）」をご提出ください。

• なお、事業者さま設備で必要となる工事(PCSの改造等)につきましては、メーカさま等にお問い合わせください。
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４．オンライン化に向けた対応
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メーカさま等 発電事業者さま 四国電力送配電

「工事依頼書」のご提出
様式は個別に送付させていただき
ます。ご希望の事業者さまは次項
のお問い合わせ先までお問い合わ
せください。

受領・内容確認

・工事依頼書に対する回答
工事概要、工期、
工事費負担金概算 等

・工事費負担金契約書(案)

受領

工事実施・完了

（PCSの改造等）
工事実施・完了

オンラインでの制御開始

• オンライン化に関する申込み手続きの流れ

入金確認工事費負担金のお支払い

工事費負担金契約の締結

適宜工程調整

技術検討・工事設計
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５．お問い合わせ先
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• ご不明点がございましたら、下記の弊社お問合せフォームよりお問い合わせください。

【お問い合わせフォーム】

https://www.yonden.co.jp/nw/inquiry/general/index.html
※ 内容によってはお返事にお時間をいただく場合がございますが、ご容赦ください。


